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第

十

竺

卷(

i

六
六)

論

m

我
商
法
の
評
恒
規
ぶ
か
論
す
 

¥

ニ

號

3
0

. 

然
&

而
し
て
、我
商
法
の
評
怊
规
定
は
此

»

逸
商
法
の
规
定
に
基

.

か
ず
し
て
、彼
の
第
一
草
案

.

.

.

.

.

 

•,

 

.

.

,

ょ
り
淵
源
し
た
る
も
•の
な
る
こ
ど
旣
述
の
如

ぐ

な：
h
.ミ
せ
ば
、_
猶
商
法
の
解
释
論
に
做

a

て
 

我
商
法
の
評
價
規
定
を
解

»

せ
ん

,^
す
る
は
、誠
に

.當

&

ざ
る
の
甚
し
き
も
の
に
し
.て
此
點
に 

根
據
を
有
す
る
其
會

||
學
；翁
に
對
す
る
反
對
論
供
終
に
成
立
す
可
か
ざ
る
も
の
な
も
と
謂
ざ 

I. 

:

る
可
炉
ら
ざ
る
.な
り

0

即
ち
余
輩
が
我
商
法
學
潜
ょ
讓
步
を
希
祟
す
る
所
以
な
る
が
、若
し

I..

:
.
.
.
.
.
. 

. 

.

.
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I 

, 

.

f

';
彼
等
に
し
て

.猶
ほ
第
三
敎
の
保
談
を
名
と
し
て
是
に
反
對
す
る
あ
ら
ん
か
、余
雜
は

#

©
西

]1
§ 

i
-

の：委
員
が
前
揭

0
普

#

西

®

第
二
草
案
：に
附
せ
る
趣
意
書
中
に
於
て
，斯
の
如
き
規
定
の

0

的 

\ 

,
は

0

0

目
錄
及
貨
借
對
照
表
作
成
の

K

.

M方
洪
を
商
人
に
示
敎
せ
ん
ヒ
す
る
も
の
に
ぁ
ら
す 

一
 

し
て
，第

.三
翁
の

.利
益
を
保
謎
せ
ん
と
す
る
も
の
な
ら

V
J

說
け
る
離
實
を
指
摘
し
て
、佘
蕺
襲
日 

一. 

.
の
議
論

と

領
せ
漬

t

ん

》

し
ビ，
.を
切
に
懲

®

せ
ん
と
欲
す
る
も
の

a

ぅ
。

:■
•

•

'

".
遮
，寒
以
上
余
：

®
：0

.說
く
所
に
し
て
莽
し
商
法
學
者
の
同
意
を
羸
ち
得
る
に
足
る
も
の
あ
ら 

、

ん
.，
か、余
輩
が
會
訃
學
教
に
讓
步
を
求
め
た
る
は
決
し
..て
徒
爾
な
ら

H
.
Vし
を
見
る
ビ
典
に
、兩 

.

;

者
和
親
を
通
じ
得
可

&

大
道
は
玆
に

^
妬
：せ
ら
れ

.た
る

も

の
に
し
て
瓮
際

11
:
會
の
是
れ
に
‘依 

, 

bて
亨
く
 

f
利
益
も
亦
た

*

し
て
少
々
に
し
そ

^
^
^
ら̂

ざ

る

可

き

な

.
-
^
。

乃

ち

玆

に

之

を

錄

し
て
敢
七

.
識
者
.

の
.

示
‘
，敎
を
.

部
■
ふ
：も
.

の
な
^=V

 

す
。

有

限

■責

任

 ̂

.
西本.

辰之助

第
.
1、學
說
及

^
#!
:
評
.

合
資
會
：祉
の
有
，限
貴
任
，社
員
は
會

'社
に
對
し
て
出
資
額
の
狒
込
を
爲
す
の
義
務
を
：致
ふ
の
み 

に
し
て

il
l
接

#
ft
條
權
渚
に
對
し
て
寶

.任
^

負
は

.ざ
る
や

(

間
接
責
任
說

)

又
は
有
限
責
枉
社
員 

は
曾
祉
に
對
し
て
出
資
拂
込
の
義
務
を
負
ふ
と
典
に
：會
社

.債
權
者
に
對
む
て
も
亦
貪
社
に
對

. 

す
る
.出
資
挪
込
義
務

Q
,

存
す
る
限
度
に
於
て
直
接
興
責
に
往
す
ベ
，§
や

£

接
實
准
說

)

に
就
き 

て
は
我
國
に
於
で
今
；扫
何
議
論
の
存
す
る
所
に
し
て
此
論

0

は
合
名
會
祉
の
無
限
貴
任

II
員 

に
_

す
る
商
法
第
ふ
ハ
十
三
；條
が

.第
W

五
條
に
ょ
り
て

.八P
資
會
社
の

.有
限
責
任
社
員

^

も
準

U用 

せ
ら
る
ベ

&

や
否
や
に
歸
着
す
る
も
の
な

^

間
接
實
任
說
は

£

五
年
大

0

院
制
決
靑
木
氏
會
社
法
.論
ニ
四

 

一
M

以
‘下
.松
波
厌
改

:i
E

日
 

本
會
祉
法
五
五
〇

M

以
下
志
田
氏
法
學
志
林
九
卷

一
I

號
之
を
虫
張
し
瓶
接

®

任
說
は
松

'第
十
三
海

2
五六七

)

，

論

說

.
有
供
焚
任
社
炱
の
間
接
貴
任
 

笫
十
ニ
號
三
，一



■I

I ；，.

笫
十
彐
卷

(

ー
3£
六八〕

.
論
魏
有
限
資
任
社

A
の.間锿貴任

 

锫
十
二
號
三

U
本
氏
會
社
法

_

義

'

j

七
三

:H
以
下
片
山
氏
會
社
法
原

t&
zl
H

吗
頁
以
飞
岡
野
庆
法
黌
新
報 

T

九
卷

.一
〇
號
烏
賀
陽
氏
京
都
法
學
會
雜
誌

I.

三
卷
六
號
之
を
主
張
す 

本
論
に
於
て
は
先
づ
雨
說

0

論
據
を
比
較
論
評
し
最
後
に
罟
人
の

.卑

^

を
述
べ
ん
ビ
す 

.
1

、間
接
寶
飪
論
者
日
ぐ

"我
商
法
に
あ

b

て
：は.合
資
會
社
は
法
人
な
り
從
て
會
社
の
偾
務
は
會 

社
自
身
の
債
務
に
し
て
，之

.ギ
全
然
別
箇
吣
人
格
を
有
す
る
社
員
の
僙
務
‘に
非
ず
社
員
が
會
祉 

の
|偾
，務
'に
付
き
て
貴
：任
を
戲
上
乙
，と
は
變
則
な
る
が
故
；無
限
責
任
：社
員
.に
付
き
て
は
第
六
十 

三
-條
の
規
定
あ
る
も
有
限
寶
任
社
員
に

#

き
セ
は
斯
の
如
.き
規
定
な
き
か
故
直
接
責
任
を
負 

は
ず
せ

(

靑
木
氏
前
捧
松
：波
氏
前
揭

)
之
に
對

•し
直
接
責
任
論
者
日
く
會
社

.が
法
人
な
る
場
合
.に
 

:
,も
社
：員

め

畲

社

に

，對

す

：る|出
’資
，義
務
ビ
會
社
債
梅
著
に
對
す
る
直
接
寶
任

.w

は
兩
々
併
立
し

. 

て
相
妨
ぐ
る
も
の

.に
非

.す(

松

本

，氏

前

揭)

又
白
：く
論
遨
は
社
員
が
會
社
偾
權
者
に
對
し
て
直
接 

责
.任
を
負
ふ
を
以
て
變
則
な

b

と
云
ふ
も
此
變
則
は
合
名
會
社
の
特
質
を
成
す
も
の
に
し
て 

:
.合
.資
會

)1
1
:に
あ
り
て
も

.亦
同
し
有
限
責
任
社
員
は
其
責
任
負
擔
の
範
®
が
有
限
な
る
も
右
の 

特
質
を
失
ふ

I
と
な
し
論
潴
は
歡
六
十
三
條
を

a

て
變
則
的
規
定
ど
解
す
る
も
同
條
は
直
锬 

責
任
を
認
む
る
こ
ギ
を

.目
：的
と
：す
る
に
非
ず
し
て
直
接
責
任
を
前
提

k

し
て
其
責
任
の
連
帶

な
る
乙
と

 

>
其
履
行
時
期
ビ
を
定

.む
：る
を
目
的
と
し
た

^
も
の
.な

>
9假
に
.一
步
を
讓
ぅ
て
同 

條
を
變
則
的
規
定

深
P

ビ

ず

る

も
、合
資
會
社
に
付
き
て

.は
特
別
の
規
定
な
き
限
今
は

I

般
的 

，に
'合
：名：會
社
に
關
す
る
观
定
を
準
用
す
べ
き
旨
を
明
言
す
る

が

故
に
へ
第
一
〇
五

§

其
性
®

の 

許
：容
す
る
限
 

>
は
合
名
會
社
の
規
定
に
從
ふ
ベ

.き
や
勿
論
な

6
旣
に
無
限
責
任
社
員
が
外
部 

に
*

し
て
直
接
責
任
を
負
ふ
も
の
：ビ
す
れ
ば
之
と
相
共
に
合
資
龠
祉
を
組
織
す
る
有
限
賢
任 

社

«:
は
同
じ

く

.外

®;
に
對
し
て
直
：接
寶
任
.を

ft
ふ
韋
味
を
示
す
は
當
然
に
非
す
や

1

賀
陽
氏 

前
.揭)

又
日
く
社
員
を
し
て
會

%:
債
*
#
に
對
し
直
接
責
衽
を
負
は
し
む
る
に
は
明
文
を
要
す 

ビ

す
る
も
合
資
會
社
の
，有

.限
實

f
f
itf
c
良
に
付

'き

て
明
文
な
し
ヾ

J.

斷
言
す
：る
を
#
ず
明
文
の
存 

す
る
や
否
や
は
第
ノ
六
十
三
條
が
第

W

五
條
に
ょ
ぅ
，て
有
限
責
任
社
員
に
も
準
用
せ
ら
る
、
や 

否
や
に
ょ
り
て
定
ま
る

4

の
な
る
が
故
論

*

0
說
は
問
を
以
て
間
を
答
へ
た
る
も
の
に
外
な 

ら
^-
と(

片
山
氏
前
揭
鳥
賀
陽

.氏
前
揭

)

法
人
€

其
社

■員
、；o

は
‘別
箇
の
：人
：格
,に
し
て
法
人
の
債
務
を
以
て
直
ち
に
社
員
の
偾
務
な
り
と 

云
ふ
を

#

ざ
る
以
上
は
社
員
が
：法
人
の
偾
權
者
湯
し
て

it
接
に
責
任
を
負
ふ
は
變
則
な
る 

乙
ビ
領
ふ
べ
か
ら
ず
ヾ

し
雖
も
其
變
則
の
存
在
し
得

.ベ

きこ
ビ
も
亦
之
を
認
，め
ざ
、るベ
か
ら
ず 

:

'
ス笫十

3
卷

(

1

六九
>
.
,脑

_
.
-有
變
任

g

孩
.：の
間
接
貴
# 

、
 

. 

$

 

i

三
三
'



r
辑十ー
_

 

(

r
aL

七
9

論

m

有
限
貴
任
螯
の
.間
锿
贵
任

 

第

卞

ニ

號
H

四
 

然
れ
ど
も
變
則
の
存

.
在
は
之
を
主
張
す
る
遨
に
於
て
之
を
證
明

'
せ
ざ
る
可
ら
ず
單
に
戀
則
；か
 

存
在
し

’

得
ビ
云
ふ
の
み
に
て
は
變
則
の
.存
在
を
推
論
す
る
を
得
す
合
資
食
駔
の
有
眼
責

IT

:社 

員
は

.#

に
明
文

‘
無
き
以
上
ば
商
接
.責
任
を
負
ふ
も
の
ビ
云
ふ
を
得
ず
斯
の
如
き
明
夂
の
弈
す 

る
こ
ビ
換

.
，言す
れ
ば
第
六
十
三
條
が
珩
限
責
任
社
員
に
準
用
せ
ら
る

 

> 

こ
と
は
贩
接
實
任
論 

1?

に
於
て
之
を
證
明
せ
ざ
る
可
ら

^

合
資

#

社
が
法
人
な

|

る
己
と
は
間
接
&
任
論
の
痕
極
か 

%
據
に
非
ざ
な
も
少
く

 

v
j

も
之
が
爲
め
擧
瞭
責
任
が
直
接
責
任
論

^'
に
負
は
さ
れ
た
る
も
の 

と
云
ふ
を
得

7

し
輪
揭

&

接
責
任
論
者
：の«:論
に
於
け
る
出
資
義
務
ミ
直
接
責
任
と
は
雨
令

併
立
し
て
相
妨
ぐ
‘
も
の
に
非
す
と
は
變
則
の
存
在
し
得
べ
き

C

と
を
說

く

の
み
に
し
て
存

.
:
■ 
■ 

.

.

.

. 

«

在
す
：：る乙
と
を
說
き
れ
る
に
非
ず
又
直
接
責
任
ば
一
般
法
人
に
付
き
て
は
變
則
な
る
も
合
名 

會
祉
及
び
合
資
會
社
の
み
に
付
き
て
云
へ
ば
其
特
色
を
な
す
も
の
に
し
て
第
六
十
三
條
は
此 

特
色
を
前
提

ビ

レ

/a

る
規
定
な

り

v
j

へ
云
ふ
は
不
可
な
ぅ

01

接
，責
任
は
.合
名
會
祉
の
将
色
な
る 

は
勿
論
な
る
も
之
が
爲
め
に

】

般
法
人
の
場
合
に
對
す
る
變
則
な
る
こ

5

は
拒

^

ベ.か
ら
ず 

^
 

0̂
 

0
^
 

6

 

^
 

b

會
社
に
與
へ

.

ら
れ

：

た
る
か
雜
則
的
特
色
を
有
-す
 

る
合
名
詠

tr
l

:

は
法
律
の
創
制
，に係
る
以

•
上
變
則
的
特
色
其
物
も
亦
法
律
に
基
&
て
の
み
存
在

l

i

i

g

i

l

r

m

#

得
-

ベ
き
も
の
な

b

從
て
第
六
十
三
條
の
規
定
な
く
し
て
法
人
た
，る合
名
龠
社
の
祉
具
の
直
谈 

琛
任
：を

「

論
決
す
る
を
得
ざ
る
な
欢
合
竄
會
社
に
就
き
で
も
亦
然
り
第
六
十
三
條
が
有
限
責
任 

社
.

員
に

(

準
用
せ
ら
れ
す
と
す
れ
ば

3-
t

«
接
責
任
を
肯
宛
す
る
に
由
な
し
又
合
資
會
社
に
は
特 

別
の
規
定

a

&

K

b

l-
'

J

;

一
般
的
に
.合
名
會

» :
{:

關
す
る
規
£
を
準
用
す
ベ
き
待
を
明
富
す

る 

が
故
性

®

の
許
す
限
う
は
合

'

名
會
社
の
规
定

R

從
ふ
べ
き
は
勿
論
な
り
ビ
雖
も
其
所

.
'

謂
性
質 

の
許
ず
や
否
や
が
間
題
：な&

:

第
六

十
三
^
を
有
限
實
任
祉
員
に
準
用
す
る
こ
ミ
に
ょ
う
て
同 

條
を
無
限
責
铒
社

"

員
.

に
週
用
す
る
ビ
同
て
の

0

的
を
達
し
得
べ
き
や
は
.研究
の
餘
地
ぁ
う
此 

點
に
付
て
は
後
に
述
ぶ
べ
し

. 

,

 

i
r

間
接
責
任
論
者
，©
く
傘
六
十
三
條
は
合
名
會
祉
の
社
員
は
會
社
財
產
を
以
て
會
社
の
偾
務 

'

を
：完
濟
す
る
能
は
：

^

「

る
：場
合
：
'
.

に
：各
社
員
連
帶
し

V

其
寶
に
任
ず
べ
き
を
規
定
せ
る
も
の
な
り

： 

其
會
社
財

.

產にへば

|

出
資
請
求
權
を
も
包
含
す
る

.

が
故
#

社
財
産
を
以
て
會
社
の
債
務
.を
完
濟 

ず
る
能
ば
ざ
る
時

4

餘
に
有
限
責
在
社
員
が
出
資
義
務
を
®
行
し
た
る
簌
な
ら
ざ
る
可
ら
ず 

然
ら
ば
即
ち
第
六
十
一
一
一
條
は̂

限
責
任

1:

員
に

適

用
す
る
餘

W

無
し
£
#
木
氏
松
狹
圾
志
田 

捣
前
揭

)

之
R

對
し
庶
接
責

〉

任
論
漭
の
說
に
日
く
間
接
責
任
論
，
は
第
六
十
三
條
の
解
，
を
誤

.
 

#'
t-
s

(

，
5

七
1)

餞

.

踩
.

有
獲
伍
繁
ゅ
贿
接
貴
伍
.

第
十
::
:

.

®

H
ii
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第
十
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^

 

b

同
條
に
會
社
財
產
を
以
、て
，會
社
の
債
務

&

'

完
濟
す
る
，能

•

ゆ
ざ
る
と
き

^

は
.

會

社

財
-®
を
へ 

以
て
現

»

に、其
債
務
を
辨
濟
し
て
尙
不
足
の
生
じ
た
る
時
を

.

云
ふ
に

.

：^

ず
し
て
許
箅

>

會
»

 

0

總
僙
務
が
總

»

齊
に
超
過
：し
た
る
場
合
な
る
が
：故
社
員
が
其
出
資
魏
竣
を

M

行
.する
以
前 

I:
'

於
て
第
六

■

十
三
«

を
適
用
し
得
る
場
合

^

り
と

(

松
本
氏
片
山
氏
烏
賀
陽
氏
前
揭

)

-

會
1|
财
產 

を
以
て

f

社
.

の
饋
務

.

を
完
濟
す
る

.

能
は
ざ

.

る
時

」

の
.

意
義
に
關
し

.

て
は
直
接
'責
任
論
者
は
何
れ 

も
.

右
の
如
く
債
務

®

過
ビ
解
し
問

「

接
'

責
任
.

論
.

者
の
中
或
は
直
接
责
任
論
潘
と
同
じ

く

«
務
超 

過
と
解
，す
か
も

_

の
ぁ
り

(

四
〇
年
大
審
院

^

決)

或
は
之
を
以
て
事
實
間
.題ぶ
ら
と
す
る
も
の
ぁ 

义
靑
木
氏
前
揭

一

I

四
H

或
.

は
.

現
實
不
能
と
債
務
超
過
ビ
の
折
衷
說
を
な
す
も
の
ぁ

1

松
波 

氏
前
揭
三
五
五
貧

)

第
.

六
十
.

三
條
0

解
_

1:
#.

き
：て
：は

吾

人

別

に

說

ぁ

り
S

雖
も
玆
に
は
之
に 

論
み
す
る
を
耍
せ
す
：债
：務
：：超
：坶
說
を
採
る
時
吟
此
：揚
合
の
間
接
責
任
詾

*

の
論
據
を
失
ふ
の
，

 

み
な
ら
ず
事
實
問
題
爾
も
亦
也
し
も
究
濟
不
能
を
以
て
出
資
柳
込
後
に
限
る

S

な
す
に
非

さ 

る
.

へ
き
を
以
て
間
接
實
任

.

：の論
據
ビ
爲
す

'

に，足
ら
ず
且
つ
完
成
木
能
の
意
義
に
關
し
て
議
論 

の
存
す
る

.

こ
と
が
；旣

」

に
叫
抜
責
：任
論
の
极
據
ミ

三、間
接

.

責
任
鍮

«

日
く
孩
限
賢
任

«:
•

眞
0

性
質
は
此
社
員
：

V」
し
て
哮
锬

«

任
を
筠
ふ
乙
ビ
な
：

}
ら
し
む
有
限
責
任
社
員
は
财
產
の
み
を
以
て

11
1

資
の
目
的
と
な
し
啦
へ

く

業
務
又
は
僧

I

 

を
出
資
ビ
爲
し
得
ざ

-

る
潘
方

.

.

.
6

即
ち
會
社
の
外
部
に

.

對
す
る
を
忌
む
®
な
り
又
有
限

貴

任
社 

員
は
.

會
祉
の

.

零
務
：を
、執

行

し

或

は

會

社
t

:

代
表
す
る
を
得
ず
隨
て
第
三
«
ど
砬
接
關
係
に
立 

た
ざ
る
者
な

&

ll
b

等
の
點
に
於
て

.

第
三
潜
と

1

接
®

係
に
立
た
さ
れ
ば
ど
て

u

r

ク
S*
丨
於 

て
直
接
關
係

に
.
立
ち

#

ざ
る
の

a

な
し
マ

し
云
，ふ
.を
将
ん
も
之
に
依
り
て
有
限

貴

仃
®

ft

の
 

部
的
の

入
た

る
を

知
々

笟
三
.

考
に
對
し
^
度
接

*

任
を
負
は
ざ
る
こ

.

と
を
推
解
し
将
る
な
り

.
 

爻
松
波

^

前
揭

)

之
に
對
し

’

直
接
責
任

—

：日
く
有
限
•

責
任
社
員
が
所
謂
外
部

^

現
は
る
、
を 

忌
0

:

は
其
«

任
^

府
限
，な
る
が
爲

.

め
に
し
て
間
.接な
る
が
爲
め
に
非
ず
責
任
の
有
眼
無
限
の 

區
別

：
v
j

直
接
間
接
：の.，胳
則
ヒ
は
全
然
別
箇
の
も
の
な

b

>T

山
氏
前
揭

)

又
日
く
無
限
貴
任
社
員 

年
雖
も

‘

財
產
の
み
を
出
資
し
代
表
權
を
有
せ
ざ
る
こ
、

y」

を
得
ベ
く
取
締
役
の
如
き
は
代
表
槐 

を，.
有

す

る
も
#
社

«

,

權
.

.

.

*

に
到
し
て
は

.

.

.全

.

£

®

4 1
:

を

負

は

‘.
ず

即

ち

r

.

腐
■

外立
2

が
の
人
ブ

.

る
こ
'
 

と

，
S

實
.

任
.

の

有

，
無
_

_

1:

接
間
接

e

 

.は
相
關
す
る
所
な
し

S

 (

烏
：賀陽

.

氏
前
揭

)

此
點
に
關
し
て 

は
直
接
责
任
論
者
の

.

駁
論
を
以
て
正
.當
ビ
す

ベ

し
法
律
が
有
眼

*

任
社
員
を
し
て
所

！1

外
剖 

由
の
人
た
ら
し
め
ざ
る
は
其
赍
任
の
有
隈
な
る
じ
因
石
祉
員
の
責
住
が
無

.

限：な
ら
ば

'

W

直
接 

第卜三怨，

(
一

五七三

)

論

0

萬
窑
社

.U

の
間
接
ぬ
伍 

第十ユ號\

三七
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^

怨
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<

ー‘芄七四
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諭

0

布
限
贺
任
魷
货
の
問
锬
遗
伟 

. 

_

¥

m

 

H

A

 

ビ
問
接

<

に
係
は
ら
す
是
に
ょ
り
て
偾
權
漭
の
利
益
を
保
談
す
る
，を
得
べ
さ
も
之
に

K

し
有 

限
な
る

®

合
に
は
假
令

«

任
が
蔽
接
な
る
も
之
に
ょ
り
て
僙

‘

權
*
の
刹
益
を
保
讓
す
る
に
足 

ら
ず
法

#

が
其
：直
接
寶
任
問

.

：接
責
任
な
る
語
を
.

用
ゐ
ず
し
て
常
に
無
限
貴
任
及
び
有
»
«
任 

な
る
語
を
用
ゐ
て
ニ
秫
の
祉
員
を

®

別
し
た
る

.

.

に
ょ
6

て
見
る
も
有
限
責
任
社
員
が
所
謂
.外 

部
的
の
人
た
ら
ざ
る
は
其
實
任

0

有
限
な
る
が
爲
め
な
る
を
卸
る
ベ
し 

凼
、間
接
實
任

Mr

考
日
，く
有
限
*
任
社
員
に
對
し

^

六
十
H

修
の
M

用
ぁ
り
ビ
す
れ
ば
有
限
責 

«

f

f

i

M

^

0

,

t

t

f

 

0

^

#

 

t

^

R

«

 

^

 

M

 

T

 

m

 

®

K

A

 

ふ
即
ち

一

種
s

 

の
連
帶
を
認
め
ざ
る
を

#

ず
斯
の
如
き
ご

>
J
.

を
認
む
る
も
の

e

す
れ
ば
法
律
は
尙
詳
細
な
る 

規
定
を
此
點
に
關
し
て
設
く
べ
か
れ
し
な
り
艾
志
田
氏
松
波
氏

.#
)

想
之
に
對
'し
直
接
實
任
論 

遨
は
日
く
連
帶
は
必
し
も
冏

I

限
度
な
る
を
避
せ
.
相
異
れ
る
限
度
に
於
て
連
帶
す
る
は
連 

©

:

の.
本
«

を
W

せ.す
之
を
變
體

ビ

稱
ず
る

も

,
0
せ
ざ
る
も
結
局
本
間
«
を
解
決
す
る
の
很
舞 

ビ
爲
ら
ず
叉
片
山
氏
前
揭
^
ー
駁
論
も
亦
祀
當
な
り

右
の
' 

如
く
間
接
：實

«

論
^

の；檄
«
的
論
據
は
悉
く
直
霊
任
論
者
の
爲
め
に
論
破
せ
ら
れ
て 

餘
す
-所
無
し
然
ら
ば
直
接
責
任
說
可
な
る
か
日

 

<

 

然
ら
ず
以
上
擧
け

*

る
所
は
第
六
十

H

條

は
宥
限
責
任
社
：員
に
適
用
無
し
ビ
：の
積
極
的
理

.

，由
.の
不
備
な
る
を
示
し
た
る
に
止
ま
る
も
の 

に
し
て
之
を
以
て
同
條
は

I

有
限
'責
任
社
員
に
適
用
あ
り
と
の
理
由

と

滹
す
を
得
す
直
接
責
任 

論
考
窃
ら
其

®

極
'

的
.

：理由

'

を
_

、示
'せ
ざ
る
可
ら
す

一"
直
接
責
任
論
齊
に
は
外
國
の
.立
法
例
及
び
學
說

に

‘

於
て
直
接
責
任
說
を
採
る
寧
多
き
事
實 

を

引

用

し

て

其

說

の

，根
據
，
と

爲
さ
ん
と
す
る
霜
あ
义
松
本
氏
烏
賀
陽
设
前

揭

)

然
れ
ど
も

»

逸 

に
あ
り

.
V

は
有
限

«

'

任
«

員
が
直
：接

*

任
、を
負
ふ

Z

ビ

の
明
文

*

6
,
斯
の
如
き
明
文
の
有
無 

.

自
體
が
問
題
と
な
れ
る
我
國

.̂
於
て
範
ビ
な
す
に
足
ら
ず
況
し
て
合
資
會
社
ゲ
法
人
に
非
ざ 

石
獨
：逸
に
あ

!)
;

V
:

は
，社
員

-

の
寰
任
が
：直
接
な
る
ベ
き
こ
と
法
理
上
當
然
な
&
佛

0

0

に
あ
ぅ 

て
は
學
說
合
資
會
祉
の
法
人
な
る
こ

S

を
認
む
る
に
係
ば

&

■ず
社
員
の
直
接
責
任
を
も
認
む 

と
雖
も
其
論
據
を
詳
に
せ
す

.

供.太
利
亦
然
ト
然
れ
ど
も
我
國
に
在
り
て
ゆ
理
由
の
備
は
ら
ざ

• 

る
外
國
の
學
說
；到
決

.

例
：に〗

盲
從
す
る
令

i
r

直
接
責
任

論
，
.者
.

日」

ぐ
我
；商
法
は
，有
限
責
任
社
員
に
關
し

V

直
接
'の
規
定
を
爲
さ

ず
と
離

も 

合
名
會
社
の
社
員
株
式
會
社
の
株
主
及
び
株

-

式
合
資

.

會
社
の
無
限

*

任
社
員
又
は
株
主
ク

.

f* 

任
に
關
し
て
は
悉
く
明
瞭
な
る
規
定
を
存
す
る
が
故
に

(

六
三
、ー
〇
五
、
ー
四
四
ニ
三
六
第
二
項

)

 

，館

十

三

卷

(

5

七
五)

論
說
有
限
贲
任
社
致
の

g

養
任
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第
十
二
號
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第
十
，三
翁
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(

一‘
五
七
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論

ft

直

霜

社

_
§
間
接
货
任 

第

十

二

跳

四
o

 

一

®

i

合

資

會

社

の

有

限
A

任
-

»

員

の

寶

任

の

み
R

關
す
る
興
定
を
缺
.「

く
も
.

の

と

解

す

ベ

..，
か

ら
 

フ 

t

第

六

十

三

條

の

規

定

は

有

限
#

任
II
:

員

が

會

社
(C
.
.
.醵
•

出

す

ベ

き
®

資
«

を

限

1£
と
し
て
ぶ

件
 

_
'
:
- 

-
: 

• 

' 

' 

.

.

.

.

.

^

 

し

く

有

限

，貴
任
；社
員
に
も
.

準
用
せ
ら
る
ベ
き
も
の

.

.

た
A

 

一_ 
Q

五
條

)

，と

(

松
本
氏
前
揭

)

然
れ
ど
も 

I

 

法
律
の
無
缺
陷
を
±

^

し
法
辑
が
或
場
合
に
就
き
て
規
定
を
設
く
る
ビ
き
は
之
に
相
當
せ
る 

^
 

他
の
場
合
に
就
き
て
必
す
規
定
を
設
く
べ
き
こ
ど
を
認
む
れ
ば
即
ち
止
む
苟
く
も
法
嗶

R

缺

F
^

.

.

.

.

 

■

■

 

.

.

.

.

 

*■.. 

»

了
： 

：
.

—

陷

の

.：
有

：
す

る

S

ビ
を
.

薇
む
1

る
以
^

他
の
ft

員
又
は
株
主
：の
場
合
に
付
き
て
規
定
を
設
け
た
る 

f

 

一；ム
ネ
を
得
ざ
る
べ
し
.況
ん
や
法 

一
. 

:

.

W

R

缺
陷
の
存
す
る
こ
と
.は
近
世
擧
者
の
等
し
く
認
ひ
る
所
に
し
て
自
由
法
說
の
如
き
も
亦 

一“- 

ハ
此
事
實
を
极
據
ビ
し
て
唱
：

—

へ
ら
一
る
、

に
於
て
を
や
、又
論
：翁
は
株
式
.會

社

の

株

主

の

貴

任

に

付

一
 

.

&

て
明
瞭
な
る
規
定
へ
あ
公

k

論
ず
る

も

第
西
四

—

十
四
倐
は

.

決
し

て
' 

明
0

9

る
ff
i

定
に
非
ず
，

.

:
.
.
.
.:

: 

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.
 

. 

' 

,

. 

.
,

.

一-

,
、：

.

條
k

日
く

「

株
主
ノ
責
任
一
興
引

.

受
ヶ
.

又
V

V

,讓
受

ヶ

タ

,
株
式

V

金
額

ヲ
限
：度
ト
ス

」

ど
此
規
荬

の
か
處
に
株
主
は
問
接
責
任
を
負
ふ

w

:

0

明
文
'

を
發
S

し
得
べ
き
か
此
規
定
の
み
に
ょ
り
て 

一
 

，は
反

S

に
株
主
は
其
弓
受
け

'

又
は
讓
受
け
た
る
株
式

の

限
度
に
於
て
直
接
責
任
を
負
ふ
ビ
も 

;

 

解
し
拇
ベ
，き
れ
非
：，中
.

ゃ

：：
株

：：
主

0

:

間
接
責
任
.

は
：第
首
四
十
四
，«

よ
シ
論
決：

す

ベ

き

も

の

に

亦

铲

し
て
、法
人
を
社

'
員
^

の
本
一
來

.：

の
性
'
 

質

,1
り
；論
決
せ
ざ
る
可
ら

す

0
ち
社
員
は

1

般

に

法

.人
の 

債
務
に
付
き
直
：接

*

任
を
舞
は

す

而
し
て
株
主
に
#
き
て
も
亦
直
接
素
任
を
負
ふ

こ
ヾ

し

の
明 

文
本
き
が
故
間

'
接
，貴
任

.

負
.
も
.の
と
解
せ
ざ
る
可
ら
ず
第
百
因
十
吗
條
は
決
し
て
株
主
の
間 

接
責
任
を
認
め
た
る
规
：；定に

_

ざ
^

三
楗
接
責
任
論
激
日
へ
ィ
有
限
寰
無
，限
責
任
と
對
立
す
る

も

，

の
に
し
て
均
し

く

外
部
，關係 

上いの
«

念
，を
.

示
す
も
の
な

6

斯
の
如
く
解
し
て
始
办
て
合
資
會
社
©
性
質
を
了
解
す
る
を
得 

ベ
し

(

t

o

四
條

)

是
办
故
：に：理
論

.

を
極
«

に
推
：す

.

匕
&

は
.

例
へ
ば
出
出
資

.

額
千
_

圆
の
有
限
.寶
任
耻 

員をして
外部し七
：

1

萬
.

圓
或
.

は
2;

百
圆
^

限
度
に
於
；て

.

責
任
を
：負
は
し
む
る
も
支
障 

な
か
る
べ
き
箸
な
公
，但た
，我
商
法
上

' 

の
解
釋
ミ

.

し
て
は
出
資

.

額
：を
登
記
せ
.し
む
る
に
微
し
て 

出
.

資
額
を
以
て

'

實
任
の
限
度
ビ
解
す
る
の
止
ひ
を

'

得
ざ
る
を
見
る
”の
み
此
結
果
ミ
し
て
內
部 

の
出
資
额
を

'

責
任
.

の
限
；度
；尊
p

 

V
J
,

す
.

る
も
之
が

_

出
を
‘

實
行
し
た

P

や
否
や
は
外
部
の
實
任
，
 

關
係
に
於
て
は
本
來
之
を
顧
み
る
：の
必
聚
な
き
を
純
理

.

ビ
す
商

.

法
.

が
敉
金
の
挪
込
に
#
て
は 

获
記
を
命
ず
る
に
係
は
ら
す
出
資
の
履
行
に
付
て
は
登
：記を

.

命
せ
；ざ
：る

〗

に
：徵
す
る
も
其

a

の 

.

1

«

:

を
：链
.

ふ
.

に
#

る：
ベ：
.

レ.
_

是
_

之
.

：有
限
*

任
fi
t

*

の
、
繁

任

ば

。
矢

齡

h

*#
af
c

辚
.

者

の'
®

接
：
.

笫
十
三
卷
.

(

1
31
七
七〕

-
謫

0:

有
限
赍
任
社
茛
の
問
栳
货#
:
:
: 

.
第
十
二
.號
：

四一

:



、»
.十.

ハ.
！
五
土
八

)

'

.

論
：

：
紈
.

有
_

諉

農

間

接

塞

 

第

上I

诚

.四ニ
 

の
j

が
/e

公
#

:

ベ
き
も
の

^

る

を

知

名

り

べ

し

^

片
山
氏
霄
揭

)

然
れ
ど
も
有
限
實
任
«
_
歧
責 

任
ヒ
對
立
す
る
も
の
？

ビ
は
文
字
上
の
遊
戯
に
過
ぎ
ず
有
限
實
任
無
限
實
任
な
る
語
は
便 

:

•

宜
上
之
を
用
ふ
る
の
み
に
し
て
文
宇
の
上
に
於
て

»

立
す
る
も
實
《
上
栩
對
立
す
る
も
の
ビ 

個
す
る
は

^

れ
ム
法

#

4

|

此
ニ
|

^

を
斷
立

.

せ
し
.ひ
る

♦か

如

し

ミ
雖
も
之
を

a

て
雙
方
北

(

に
£

 

.

接
®

在
を
：表
は
.

す

も

の

.

.
ど

解

す

 

'ベ

か

ら

ず

若

し

有

限

寶

任

を

直

接

責

饪

な

办

ビ

す

れ

ぱ

忑

外 

部

關

係

上

：の
.

®

念
な
i

 

S

す
れ
ば
株
式
會
社

?

は
英
資
本
を
株
式

.

に
I

分
ち
且
社
員
の
責
任
は 

有
限
に
し

.

て
會
a

.

債
.

權
#

に
對
：し
.

て
寶
住
を
負
擔
せ
ざ
る

t

at

な
支
同
氏
ニ

 

ニ
七
5

ビ
說
贝 

す
.

る
は
矛
盾
に
！

ず
や

®

す

る

に

有

限

：責

任
f

文

字

に

ょ

り

て

其

直

®

實
任
な
る
ゃ
間 

接

.
責

任

な

る

や

.を

決

せ

ん

？

す

る

.

は
:誤
れ
ぅ
又
論
瘩
は

S

の
出
資
額
を
實
任
の
限
度
な
办 

ビ
す
る
も
之
が
鱗
招
を
食
行
し
た
り
ゃ
否
や
は
外
部
の
責
任
關
係
に
於

V

は
本
來
之
を

g

る
 

の
必
耍
な
き
を
純

_

迦

ヒ

す

ビ

論

：す
；然
ら
过
有
娘
實
任
：社

員

は

出

資

_

酸

る

に

係

は

ら
 

づ
{
會
社

^

教
遨
に
對
し
セ
げ
資
額
だ
け
；，

負
ふ
も
の
な
ト
や
鳥
賀
陽
氏

(

前
揭
六
ニ 

::
£

も
亦
有
：限實

:«
.は

：：

無
®

責
任
■

に
呼
靡
す

.

る
；名

0

i

し

て
會
社
債
權
：者に
對
し
て
直
後
責
任 

を
顧
ふ

'

も
の
と
解
す
る
を
正
當
ギ
す
ビ
論
ず
る
ん
是
又
右
に
述
た
る
が
如
く
文
宇

t

の
®
戯

に
'

過
ぎ
.ず

,

方
が
直
接

.

章
任
‘

に
し
て
他

.

が
'

間
接
寶
任
に
七
も
相
呼
應
ず
る

'

名
-稱
た
る
を
妨
げ

t

例
：へ
ば
株
式

」

合
資
會
|1
:

の
，無
限
：
'

責
任
社
；員
，じ
對
し
，株
主
.

は
有
限
責
任
：を
負
ふ
ビ
云
ふ
が
如

.し
，
' 

.

.

.

'

;:
. 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•

.

.
 

-

•
•
" 

• 

• 

.

.

.

.

.

 

.

. 

'

M

、直
接
責
任
論
、者
日
く
現
：行
の
法
典
上
合
資
會
社
の
各
社
員
の

.

責
任
：の
有
限
無
限
を
以
て
登

.

記
，事

項

ビ

し
.
a

出
® :

の

價

格

：
の
'
記

載

を

.

强
要
す
る
所
以
の
も
の
は

(
j

o

七
絛

)

第

三

者
の
利

益

を
保
識
す
る

^

爲
め
に
し
て
會
社
債
權
者
に
姆
し
て
直
接
寶
任

'

を
負
は
し
む
る
の
精
神
を

-«

知
す
る
に
雛
か
ら
ざ
る
な
&
愚
賀
陽
氏

前

揭
六
ニ
頁

)

然
れ
ど
も
社
員
の
責
仔
の
有
限
無
限
ぐ

を
：登
記
せ
し

t y

る
が
故
有
限
責
任
は
直
接
責
任

$■
>

9

マ
し
云
ふ
は
正

.

當
に
ぁ

-6

ず

若

之

を

；止
當

な
り
と
す
れ
ば
假
に
有
限
責
任
が
，間

0

責
0

^

 

P

と
せ
ば
：
.

登
記
.

；の
.

必
.

要
'

な
き
か
登
記
は
有

®'

無
限
を
區
別
せ
ん
が
爲
め

.

.

に
し
て
其
責
任

|

の
_

接
な
る

ビ

間
接
.

尊
る
；ど
を
問
は
ざ
る
な
^
叉

,

-

.- 

'

,

.

; 

■

!

.

.

.

…

.

一：
.

.

'

:
 

'

— 

;:'—

；
 

■ 

. 

-

出
«

額
を
登
記
せ
し
む
る
こ

V
J

は
會
社

.

資
本

の

鎩
額
を
公
示
す
る

.

.

ミ
.

共
に
#

»

員
の
出
資

»

 

少
に
0

し
債
權
考
を
保
誕
す
る
の
必
要
に

.

出
で
た
る
も
の
に
し
て

.

直
接
*

任
^
は
何
等
相
關 

す
る
所
な
き
な
り
，

五、直
播
責
任

.

論
者
日
く
..第

百

五

滌

は

廣
ぐ

一.

般

的
R

特
別
規
定
，を
設
く
る
外
合
'名

會

社
に
關
.

第
十
S
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赍
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第
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U

號四四：

す
る
規

:«
.

を
準
用
す

'

と
定
む

•

る
が
‘

故
有
限
責
任

a

員
，の
實

.
'

任
も
亦
靖
六

+

三
條
の
準
用
を
受

.
 

く
る
も

.

の
ど
解
す
る
を
普
趣
ビ
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ず
若
し
之
が
準
用
*
し
ビ
す
れ
ぱ
之
が
準
川 

を
除
外
す
ベ
き
强

_

ネ
る
特
別

1!
1

!

*

を
明
か
に

‘

す
る
こ
ビ
を

.

要
す
^

蔦
®

陽
设
前
揭
五
五
頁

)

 

こ
:0

議
論

' d

要
す
.

^

に
擧
證
責
任
の

#

.

に
過
ぎ
ず
ビ
雖
も
備
單
に
吾
人
®
意 

第、六

+

1

ニ
條
は

'#

名
：會

11
:「
の
11
:

員
即
ち
無
限
責
任
社
員
.の
特
質
を
規
定
し
た 

.

限
寶
任

.

社
員
ビ
法
人
の
他
の
稱
類
の
祉

f

 

:

の
差
別
は
.實
に
第
六
十
三
條

に 

も
，の
.

と
.
S

,

は
ざ
る
可
ら
：す
合
名

#

.

社
_

に
は
他
の

.

-®

類
.
.

の
社
員
.
.

を

容

れ
:̂
'

る

か
 

は
他
の
稱
類
の
社
員
に
適
用
せ
ら
る
，べ
き

.

乙
X*
J

を
豫
想
せ
る
も
の
に
非
ず
與 

員
.
H

の
み
：な
ら
す
無
限
責
任

1[
:

'

員
を
_
設
す
る
の
規
鬼
な
办
湖
の
如 

限
責
任
社
員

.

の
塒
：質
を
定
め
之
を
創
設
す
る
；を
目
的

ビ

し
れ
る
親
.定
を
有
限 

用
せ
ん
ビ
す
る
は
根
本
的
に
誤
れ
ぅ
合
名
畲
社
の
社
員
に

[1

す
る
他
の

0

M

 

限
：貴
，任
社
員
、に
準
：用
し
得
べ
し
ビ
雖
も

.

無
限
«

任

社

員

の

本

質

_

も
の
に
關 

用
す

る

を
得
ず
此
規
寒
は
實
に
事
物

.

の
性
質
上
有
限
責
任
社
員
に
準
用
す
.る

見
を
述
ベ
.
ん
に 

る
も
の
な

.

^

無 

依
り

て
E

ま
る 

故
第
六
十
三
條 

ら
無
限
責
任
社 

く
^
が

W

,

ら 
®

 

責
任
祉

M

に
準 

な
ら
ば
之
を
有 

す
る
规
龙
を
準 

を
許
3

、
る
も

の
.U

腐
す
之
を
し
も
你
準
翔
せ
ん

ノ
レ
.す
る
庶
接
寶
柱
_論
者
は
自
ら
强
固
な
る
特

'

別
理

曲

を

明

.

か
に
'

す
る
こ
と
を

'
.

耍
す
.

る
■

名
I
;

の
.
.

と
：云

'

^

'

.

へ■し 

第1
1

.,
卑

見

,

•

右

の
：：：

如
く
南
說
は
何
れ
も
確
乎
た
る

.

論
據
を
跳
き
徒
ら
に
外
國
の
立
法
例
.學
說
を
尊
重
す
る 

f

f

l

從
法
.

學
或
は
猫

パ

+

钱
抖
醪
膣

“

0

顿
ヒ
.信
ず
る
形
式
法
學
の
弊
を
遺
慽
な
く

 

■
露
し
ね 

る
も
の

^

•

云
ふ
ベ
し

a*
:

ロ
人
は
玆
に
眼
を
屢
調
な
る

.

文
字
.

遊
戯
X

り
0

じ
て
直
接
責
任
說
の
效 

果
に
就

>

 

て
考
察
せ
ん

.

'

'

「
1
、

直
揆
寶
任

.

說
：に
ょ
れ
ば
有
限
責
，任

«:
.

員
は
會
社
に
對
し
出
資
義
務
を
負
ふ

y

し

共
に
出
資
碗 

務
の
#

す
る
：限
ま
に
於
て
龠
社
债
權
箨
に
對
し
て

も

直
接
に

K

ff
i

を
負
ふ
も
の
.な
り
然
ら
ば 

:

會
：_

が
出
資
藐
務
：の

«

.

行
を
催
谱
し

.

會
社
債
權
潘
は
直
搂
自
已

.

に
雁
行
せ
ん

.

Z

ビ
を
請
求
す 

る

w

 

&

は
社
員
は
.何
れ
に

對

し

て
；®

行
す
；ベ
.

き

や
，無
限
責
任
社
員
な
ら
ば
'雙
方
に

幾
し
て

胤 

.

行
す
ぺ
き
は
當
然
：な

〗

る
：も
有
限
寶
任

.

社
員
は
出
資
義
務
を
腐
行
.す
找
ば
直
接
責
任
も
亦
消
減 

す
ベ
く

t

社
偾
權
■者に
厘
行
す
れ
ば
會
祉
に

對

し
て
求
償
權
を
行
傅
し
之

.

と

出

資

_
,
務

ビ

を
.
 

相
殺

す
る
を

# .
.ベ
，き
が
故

雙
方

^

對
し

で
爝
行

す
、
る

の
義
務
無
し
然
ら
ば
何
れ
に

■

し

p

麗 

行
す
べ
き

か

傲
權

*

に
對
し
て

®
行
す
べ
き

も
の
ビ
せ
ば

热
ら
ず
と
も
完
濟
不
能

の
狀
飽
に 

,

第
十
三
怨

n

灵

一
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論'

踩
布
眼
货
任
社
良
の
間
接
货
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0

說
有
限
货
任
社
貴
の
間
狻
資
任 

第
卜
ー
涵
拽
六

狂
る
に
益
以
で
會
社
の
他
の
偾
權
者
を
害
す
ベ
し
會
社
に
對
し
て
雁
行
す
ベ
き
も
の

ざ

せ

ん 

か
直
接
責
任
の
效
果
の
大
半
は
消
滅
す
る
も
の
と
云
は
ざ
る
可
ら
ず
ー
一

.

1

の
敏
捷
な
る
會
社 

ノ 

.

偾
權
潘
を
利
せ
ん

‘

が
爲
.

め
他
；の
债
權
遨
に
不
利
，益
を
被

£>
:

し
め
ん
か
.將
た
直
搂
寶
任
奴
效
果

を
を
實
上
烏
有
に
：歸
せ

「

し
；め
ん
か
直
接
責
任
論
者
果
し
て
何
れ
を
選
ば
ん

S

す
る

か

.

.

.

.

.

.

.一r

數
入
の
僙

«

*

が
同
時
に

M

行
の
請
求
を
爲
し
た
る
と
き
は
何
れ
に
對
し
て
支
»
ふ
べ
き

■
 

■ 

/ 

• 

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.
 

.

.

.

.

や
_
求
の
前
後
に
侬
る
か
辨
濟
期
の
前
後
に
ょ
る
か
將
た
全
然
是
等
に
關
係
な
く
社
員
の
選 

|

ン 

擇
に
ょ

&
或

は
；
請
求
：を，

爲
；
し
た

」
る

債
*

者
：を

©
て
全
く

請
求
を
爲

岑
、
る
债
権
潜
に
辨
濟
を 

|

 

爲
ホ
を
得
べ

&

か
無
限
責
任
：社
辑
ば
龠
社

^

完
濟
不
能
の
事
實
存
：す
，る
以
上
は
右
の
©
合
に

請
求
を
爲
し
た
る

®

て
の
偾
權
渚
に

»

濟
を
爲

3

>
る
可
ら
ず
と
雖
も
有
限
賢
任
社
眞
に
は 

r
 

.

斯
の
如
き

.

義
務
な

&

が
故
右
の
疑
問
を
生
ず
：

.

べ
し
.-

.

三
、合

資

會

社

が

破

產

し

た

る

ど

，き
は
：破

產

法

の

規

定

に

從

ひ

會

祉

财

產

は

憤

權

«

に
應
じ
て 

指
M

 

.翁
に
分
配
せ
ら
る
ベ
く
是
に
ょ

6

て
备
債
權
葱
は
公
平
に
辨
濟
を
受
く
る
を
得
べ

し

然
 

I
:

'

_
 

:

;^

に

，
有

限

資

任

社

員

は

直

接

寶

任

：
を

負

，ふ

も

の

^:

ず
れ
ば
會
社
破
產
後
も
尙
會

"(
f

c

債
權
^
に
 

•

:
 

對
し
痕
接
^
辨
濟
す
る
の
義
務
ぁ
り
ゃ
獨
逸
商
法
第
百
七
十
一
條
第
ニ
項
は
此
點
に
け
夢
て

规
足
し
此
場

☆

に
は
債
權
笤
め
權
利
は
破
產
管

Ji
t

人
が
之
を
行
使
す
べ
き
も
の
ビ
せ

b

欺
の 

如
き
規

%

な
.

き
我
商
法
に
：ぁ
り
て
は
如
何
に
解
す
ベ

&

や
不
公
平
も
亦

|1
:

む
を
ft

ず
V」

し
て 

破
寧
法
の
精
神
を
無
視
せ
ん
か
！

明
文
の

.

存
せ
ざ
る
所
に
蹦
て
法
を
作
-
此
埸
合
め
み
は 

直
：接
責
任
の
例

'

外
な
：々
と
輕
せ

(

ん
か
ノ
-

.

.

:

.

-

四
、有
■

限
實
任
社
員
は
金

.

錢
以
外
の

.

財
«

剧
ち
所
謂
現
物
を
以
て
出
資
す
る

ご

マしを
1

ブ、
勿 

論
な「

り
此
場
合
に
.

*:
_
如
河
現
物
出
資
を
爲
す
社
員
は
其
现
物
を
出
資 

す
る
.

の
義
務
、を負
ふ
の
み
：に
し
て
之
に
相
當
す
る
價
格
を
金

鱗

を
以
て

®

込
V

の
S

務
を
f

 

は
：ず
然
ら
ば
有

_

限
責
任
_

員
0

直
接
責
任
を
，認
む
る
と
き
は
現
：物
を
出
資
し
た
•る
社
員
は
現 

物
を
以
て
會
社
偾
權
霜
に
對
し
其
責
に
任
ず
べ
き
か
將
た
現
够
の
馏
衫

r

ォ
^

す
;

合
^

i

 

以
X

W-

に
.

任
■

す
ベ
.き
力

五
*

直
接
責
任

■

者
1ft

大
審
院

^

,

典
に
第
六
十
三
條

0

完
濟
不
能
を
憤
務
超

iLw

 

®

1

る
こ
£

 

ii
K

R

述
た
る
が
如
し

「

此
解
釋
を
採
用
す
れ
ば
第
六
十

H

條
の
！

§

刺
.

は
社
員

R

佩
M

 

®
任
を 

負
は
し
む
る
に

t

て
i

財
產
の
不
延
ょ
レ
生

t

る
惙
權
者
®
掼
窖
を
防
丘
せ
ん
ビ
す
る 

に
«

る
z
 

V
J

疑
を
容
れ

f '

會
0

財
產
が
偾
務

s

 

h

y

も
少
&

 

ノ
レ̂

は
.

債
'

權
者
の
；何
人
か
掼
失
を 

第十
I
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五*
八三
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綁
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胱

相

獎

份

社

貸
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任

 

f

u

戍

S
T
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被
‘

ら
ざ
る
を
得
ざ
る
が

.

故
社
員
に
無
限
货
任
を
筠
は
し
め
以
て
债
權
漭
の
损
失
を

•

■

限
實
S

 

.II
員
に
轉
嫁
せ
ん
と
す

'

る
も
の
.な

6

然
る
：に
有
限
責
任
.
.

社
員
に
第
六
十
三
條
を
準
用
す
る
に 

よ
'

&

て
舉
し
て

^

立
法
上
の
主
旨
を
達
成
し

#

.

ベ
S

か
乞
ふ

^

9

例
•に見
よ 

無
«

責
任
社
員

1:
:へし
セ

[1
1

:

資
義
務

;0

殘
存
せ
ざ
る
者
甲
及
び
有
.限
實
忸
社
員
に
し
て
五
、〇

o

 

〇
圓
出
資
_
務
の
殘
存
す
る
者
乙
よ
ぅ
成
る
合
資
會
社
が
左
の
如
き
資
逄
狀
態
を
有
す
る 

.も
め
ビ
假
定
せ
ん
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1
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•

-

冶
の
場
合
は
直
接
責
任
論
。者
及
大
審
院

0

所
謂
完
濟
不
能

.

の
狀
飽
な
る
が
故
債
權
遨

B

は
其 

偾
權
，の
辨
濟
を
有

.

限
賢
'

任
社
'

員
乙
に
請
，求
し
た
る
に
こ
は
出
資
義
務
の
限
度
に
於
て
五
、〇

〇 

〇
圆
を
辨
濟
し
且

.

つ
會
社

-{
:

對
す
る
求

«

權
を
以
て
出
資
義
務
と
相
殺
す
る
ミ

§

は
友
.の如

«

8

錄 A

 

5
0
0
0 

淘 

0

 

§
0
0

»

藤
蛛 B

.

L

i

.

即
ち
.前
に
ニ
萬
圆
.

0

偾
狳
超
過
な

6

し
も
の
が
乙
の
辨
濟
後
に
も
依
然
と
し
て

1

离
圆
の
偾 

務

0
過
な
る
の
み

.

な
ら
'

ず
.

僙
權
遨
氾
が
軍
獨
に
五
、

O

〇
〇
圓
の
辨
濟
を
受
く
る
に
ょ
り
て

A

 

の
分
配
額
を
減
少
す

-

ベ、し

A

は
前
に
は
十
捣
圆
の
十

一

分
の

5 ：
を
变
け

#

ら
れ
た
，るに
こ
の 

，

「

履
行
後
は
五
萬
圆
の
六
分
：の

.

五
を
受
く
る
に

JI
:

ま
る
‘知

る

ベ
し
有
限
貴
任
社
員
に
第
六
十
三 

'

條
を
適
用
す

•

る
，；̂

債
'

權
者
全
體
と
し

y

の
.

狀
0

は
何
等
改
善
せ

&

る
.

、
所
«

き
の
^
な
ら
ず 

反
て
債

*

潜
随
に
不

®

平
な
る
結
果
を
生
ず
ベ
し
之
に
反
し
無
限
責
饪
社
員
：に
對
し
て
は

A

 

B

何
れ
も
全
額

^'

請
求
す
る
を
得
る
を
以
て
右
の
場
合
に

_

が
A

及
び
B

に
全
額
.の
履
行
を 

爲
し
れ
る
と
き
は
左
の
如
く
な
る
べ
し

.

:

»

, a
::
:

:

,
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知
る
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し
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「
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被
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第
十
三#

2

五
八
六)

輪

0

布
限
貴
侬
船
崴
以
間«

與
ほ 

第
十
二
诚
五
〇

く
無
限
責
任
祉
員
申
，

に

轉
嫁
し
得
た
る
こ
ビ
を
有
の
如
く
有
限
貴
任
社
員
に
第
六
十

三
條
を 

準
用
す

‘

る
も

之
に
依
り

.

て
，偾
權
潘

.

の
刹
.

益
を
保

.

全
す
る
に
足
ら
す
又
之
に
依

X
N

て
将
限
責
任 

祉
員
が
會

11

;
に
出
資
し
會
社
ょ
り

偾

權

者
に
辨
濟
し
或
は

#

社

«
,

«

潜
が
間
接
訴
權
に
依
り 

V

會
社
の
社
員
に
對
す
る
出
資
請
求
機
を
行
使
す
る
が
如
き
手
數
を
省
く
を
得
る
が
如
し
ビ 

雖

も
え
を
B

て
儆
'

■

な
る
 

一
二
の
債
權
漭

を

利
し
て
他

の

偾
權
潘
を
窖
し
結

厨

偾
權
考
間

に 

不
.

公
平
な
る
結
果
を
生
ず

.

る
の

弊
を
償
ふ
に
足

6

ざ
る

«:
レ

:

右

：
，の
：
如

く

：
有

限

責

，
任

'

#

員
に
'

付
き
直
接
責
任
說
を
採
る
と

&

は
幾
多
の
疑
問

V
J

不
公
平
な
る 

結
果
ミ
を
生

t

べ
き
が
故
商
法
が
第

'

六
十
2

條
を
有
限
責
任
社
員

R

:

*

用
す
る
の
精
神
な

i

 

ビ

す
れ
ば
之
に
關
す
る
相

.®

规
定
を
設
け
て
右
の
結
果
を
排
除
す
ベ
か
り
し
な

0

然
る
に
.之 

を
爲
さ
、

ゥ

レ

は
即
ち
第

.

」

六
十
主
條
を
有
限
.責
任
社
員
に
準
用
せ
ざ
る
糚
神
な
り
ビ
解
す
べ 

き
な

hy 

.

.

之
を
耍
す
る
に
商
法
第
六
十
三
條
は
犁
に
直
接
賢
任
の
み
を
規
定
し
た
る
に
非
ず
し
て
霞
接 

ri

無
限
の
貴
任
を
规
宠
し
た
る
も
の
な

b

即
ち
商
法

&

第
六
十
三
條
を
適
用
す
ベ
&
社
員
を 

無

限

責

任

社

'員

と
*

し
；同
條
の
適
用
'な
き
社
鼻
を
有
限
責
任
社
員

ビ

稱
す
る

な

b

換
言
す
れ

W:

第
六
_

十
三
條
.は

不

可
分
»

に
無
限

K

任
'.
« ：
‘眞
の

»•
'
«

'

を
成
す
も
ゆ
に

.

し
て
从
一
劍
を
勘

&

 

て
之
を
有

■

限
貴

任
：：

社
：員
；に
週
用
す
べ
き
も
の
に
.非
ず
斯
の
如
く
苻
限
責
任
社
員
と
は
第
六
十 

三
條
の
適
用
な
參
社
員
を

.

云
ふ
も
の
に
し
て
：從
て
典
責
任
は
間
接
且
つ
有
限
な
り
此
點
に
於 

て
桃
主
の
責
任
ど
：其：性
質
を
同
じ
ふ
す
然
ら
ば
株
主
に
付
き
て
は
第
西
四
十
四
條
の
規
定
あ 

る
に
有
限
責
任
祉
員
'に
付
き
此
規
軍
な
き
は
何
故
な
公
や
ビ
云
ふ
に
第
西
四
十
四
條
は
株
主 

は
#|

社
に
：對
し
，损央
分
擔
其
：他株
金
以
上
の
義
務
を
負
は
ざ
る

f

亡
を
明
か
に
し
.た
る
も
の 

.

夺
る
も
合
資
會
社
の

.

有
限
責

|

任
社
員
に
對
し
ば
は
定
款
を
以
て
出
資
額
以
外
の

j
i

務
を
負
は 

す)

を
へ
妨
げ
ざ
る
を
以
て
右
の
如
き
規
定
を
設
け

 

'ざ
る
な

&

從
て
有
服
貴
.任
社
員
の
會
社
に
對 

す
る
_
務
は
必
す

.

し
も

出
資
額
に
限
ら

る
、
も
の

s
S

ふ

を

得
ず
即
ち

街

限
な

K

V

ど
沄
ふ

を 

得
ず
故
に
有
限
責
任
な
る
文
，字
に

.

拘
浞
せ
ず
單
に
：商
法
第
六
十
三
條
を
適
用
せ
ざ
る
社
員
を 

.

以
七
有
肢
責
任

11
:

員
な
ド
：と
解
し
て

(

可
な
ぅ

笫
十
ニ
铖


